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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●さかさのこもりくんとおおもり
あきやまただし作・絵（教育画劇）

こもりくんは、こうもりの
子。おおもりは、こもりくん
のお父さん。ふたりはいつも
逆さま。だから、言葉もみん
な逆さま…。さかさ言葉で話
す親子のちょっとへんてこな
お話。こもりくんシリーズ。

●幼児とメディア
　緊急提言をどう取り入れる？どう使う？
　堀田博史著（学研）

緑公民館図書室☎44-3008

●孤高のメス　～外科医当麻鉄彦～
大鐘稔彦著（幻冬舎文庫）

南あわじ市阿那賀診療所・大鐘稔
彦院長が３年がかりで書き上げた
作品。医師の在り方、日本の医療
が抱える諸問題を鋭くえぐった本
格的医療小説として話題を呼んで
います。発売以来３ヶ月で80万
部を超えるベストセラー。映像化
の話も進んでいるようです。
●わたしのおばあちゃん
　ヴェロニク・ヴァン・デン・アベール文（くもん出版）

三原図書館☎43-5037

●そのひとクチがブタのもと
ブライアン・ワンシンク文／中井京子訳（集英社）

広告、パッケージなど様々な
要素が、知らず知らずのう
ちに食べすぎに拍車をかけ
ている。著者の20を越える
実験で実証した食行動の真
実。キッチンや習慣をリセッ
トし、気づかないうちにダ
イエットする方法も紹介。

●なってみたいな
　野沢和雄著（文芸社）
西淡公民館図書室☎37-3028

●ちゃいますちゃいます
内田麟太郎作／大橋重信絵（教育画劇）

「もしもし、たあくんでっ
か」「はい」「わたしはだ
れでしょう？」父ちゃんか
らの電話でした。でも、
たあくんはとぼけて「ニワ
トリさんでっか？」すると
…。ゆかいでかわいい父
と子の笑いの絵本。

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）
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働
く
婦
人
の
家

講
座
生
募
集

◆
和
服
リ
サ
イ
ク
ル
の
洋
裁

▽
日
時　

７
月
６
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
。
第
１
・
３
金
曜
日
、

全
３
回

▽
内
容　

和
布
を
利
用
し
て
ベ
ス

ト
を
作
る

▽
定
員　

10
人

▽
受
講
料　

２
百
円（
材
料
費
別
）

◆
健
康
体
操

▽
日
時　

７
月
７
日
（
土
）
午
後

８
時
。
毎
週
土
曜
日
、
全
10
回

▽
内
容　

楽
し
み
な
が
ら
体
づ
く
り

▽
定
員　

40
人

▽
受
講
料　

２
百
円

◆
リ
サ
イ
ク
ル
布
あ
そ
び
（
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
）

▽
日
時　

７
月
13
日
（
金
）
午
後

７
時
30
分
。
第
２
・
４
金
曜
日
、

全
６
回

▽
受
講
料　

２
百
円

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室

▽
日
時　

７
月
22
日
（
日
）
午
後

７
時
30
分
。
毎
週
日
曜
日
、
全

10
回

▽
内
容　

初
歩
か
ら
や
さ
し
く
指
導

▽
定
員　

20
人

▽
受
講
料　

２
百
円（
資
料
代
別
）

◆
開
催
場
所
・
申
込
み　

働
く
婦

人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６
。
パ

ソ
コ
ン
教
室
の
み
三
原
公
民

館
で
開
催

淡
路
人
形
協
会
イ
ベ
ン
ト

受
講
生
募
集

◆
淡
路
人
形
で
こ
作
り
講
座

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

▽
場
所　

三
原
高
等
学
校
C
棟
４

階
社
会
科
教
室

▽
指
導
者　

藤
野
良
一
氏
ほ
か

▽
受
講
料　

年
間
６
千
円
。
ほ
か

道
具
購
入
費
、
材
料
費
が
必
要

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
講
座

▽
日
時　

毎
月
第
４
月
曜
日
午
後

７
時
30
分
。
11
月
ま
で

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
内
容　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
歴

史
等
の
講
義
。
館
外
研
修

▽
受
講
料　

２
千
円（
学
生
千
円
）

◆
淡
路
人
形
の
絵
画
募
集

▽
作
品
の
大
き
さ　

画
用
紙
４
つ

切
（
約
39
㎝
×
54
㎝
）。
油
絵
、

墨
絵
、
日
本
画
は
10
号
以
内

　

　福良八幡神社の

本殿は、現存する

棟
むなふだ

札から天正 3 年

（1575）に造立さ

れたことがわかっ

ており、後の寛永

以後、たびたび修

理されています。

　しかし、修理は向
こうはい

拝、扉回り、椽
たるき

回り、屋根等に限られて

おり、他は当初の様式を残しています。特に蟇
かえるまた

股（社寺建築

で荷重を支えるための部材）は形も立派で脚間の絵様も時代の

特色をよく表しています。また、柱の上部に粽
ちまき

があるのも珍し

く、内部に極彩色をほどこしていた跡もうかがえ、桃山時代の

特色をもつ建物として注目され、昭和 35年に兵庫県指定重要

文化財に指定されています。

福
良
八
幡
神
社
本
殿
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シリーズ

▽
使
用
道
具　

自
由

▽
応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
住

所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
年
齢
・

連
絡
先
を
明
記
し
、
事
務
局
へ
提

出
。
８
月
３
日
（
金
）
締
切
り

▽
表
彰　

特
選
１
点
、
入
選
10
点

（
賞
状
と
副
賞
を
贈
呈
）。
応
募

者
全
員
に
記
念
品

▽
作
品
展
示　

８
月
11
日
開
催
の

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継
者
団
体

発
表
会
会
場
ロ
ビ
ー
に
展
示

◆
申
込
み　

㈶
淡
路
人
形
協
会

事
務
局
（
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
文
化
振
興
課
内
）
☎
37
・

３
０
２
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
い
に
し
え
の
三
原
郡
絵
は
が
き

展　

大
正
〜
昭
和
初
期
の
三

原
郡
の
風
景
を
楽
し
め
ま
す
。

６
月
17
日
（
日
）
ま
で

◆
カ
レ
ン
ダ
ー
写
真
展　

平
成
２

年
〜
17
年
の
農
協
カ
レ
ン
ダ

ー
に
登
場
し
た
三
原
郡
内
の

風
景
写
真
。
６
月
17
日
（
日
）

ま
で

◆
上
村
源
之
丞
展　

淡
路
操
座
の

魁
と
し
て
最
も
古
い
歴
史
と

格
式
を
も
つ
源
之
丞
座
の
諸

資
料
を
公
開
。
６
月
20
日（
水
）

〜
８
月
19
日
（
日
）

◆
白
サ
ギ
展　

全
国
に
名
を
知
ら

れ
る
シ
ラ
サ
ギ
の
写
真
家
・
野

水
正ま
さ
あ
き朔

氏
が
表
現
す
る
自
然

の
美
妙
と
玄
妙
。
６
月
19
日

（
火
）
〜
８
月
９
日
（
木
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

●オヤジデビュー50歳から始
　めるライフワーク（ワニブックス）

◆発行について
　「南あわじ市図書利用カード」を発
行できるのは、淡路島内にお住まい
の方、及び南あわじ市に在勤・在学
の方です。
　旧各町で発行している図書利用券
は、現在使用できません。カードの
発行は、最寄りの図書館（室）でで
きますので、本人確認ができるもの
（免許証・保険証・学生証・旧町カー
ド等）をご持参のうえ、申請してく
ださい。

◆カードの回収について
　図書利用カードの資格を喪失（死
亡・転出等）された方は、最寄りの
図書館（室）へカードをご返却くだ
さい。お願いします。また、結婚・
転居等により、住所及び氏名が変わ
られた方も、変更内容をお届けくだ
さい。

図書利用カード

●６月の図書館カレンダー

※○はおやすみです

　

☎
43
・
５
０
３
７

受
贈
記
念　
直
原
玉
青
展　

 

〜
家
族
に
遺
さ
れ
た
絵
画
〜

▽
期
間　

６
月
24
日
（
日
）
ま
で

▽
内
容　

直
原
玉
青
画
伯
が
、
家

族
に
遺
し
た
「
大
鳴
門
橋
」「
慶

野
松
原
」「
先
山
」
な
ど
淡
路

島
の
風
景
が
描
か
れ
た
作
品

を
含
む
絵
画
21
点
と
愛
用
の

画
材
道
具
な
ど
を
展
示

▽
入
館
料　

大
人
３
百
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学

参
加
者
募
集

▽
日
程　

９
月
14
日
（
金
）
〜
23

日
（
日
）
10
日
間

▽
場
所　

中
華
人
民
共
和
国
（
香

港
、
広
州
、
上
海
）

▽
内
容　

船
内
で
の
研
修
、
訪
問

先
で
現
地
青
年
と
の
交
流
な
ど

▽
参
加
費　

13
万
８
千
円

問
㈶
兵
庫
県
青
少
年
本
部

　

☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
８
１

第
38
回
天
体
観
測
会　
ロ
ボ

ッ
ト
望
遠
鏡
で
宇
宙
を
見
よ
う

▽
日
時　

６
月
23
日
（
土
）
午
後

８
時
〜
９
時
30
分

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭
。
悪

天
候
時
は
室
内
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▽
そ
の
他　

参
加
費
は
大
人
百

円
、
子
ど
も
無
料
。
子
ど
も
は

保
護
者
同
伴
で
参
加

問
神
代
小
学
校
天
体
観
測
ド
ー
ム

再
建
準
備
会
代
表
・
木
田
徹
☎

０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

小
中
学
校
用
教
科
書
の
展
示

▽
場
所　

三
原
図
書
館

▽
日
時　

６
月
15
日
（
金
）
〜
７

月
１
日
（
日
）
三
原
図
書
館
開

館
時
間
（
17
頁
参
照
）

▽
内
容　

20
年
度
使
用
予
定
の
小

中
学
校
の
教
科
書
を
展
示

問
学
校
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
８

　
　トレーニングルームを利用する場合、初回
のみこの講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは６月３日（日）午前８時30分
　から電話で受付します。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

６ 月 16 日 土 10:30 ～ 14:00 ～

６ 月 17 日 日 10:30 ～ 14:00 ～

６ 月 22 日 金 13:30 ～ 19:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

日 月 火 水 木 金 土

月末日
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